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コー テ ィ ン グ 肥 料 に よ る 水 稲 稚 苗 育 苗 に つ い て

上 野 正 夫
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: は  し め に

ササニシキ等に代表される良質品種の安定生産にとって,

初期生育の早期確保は,極めて重要な課題である。山形県

では,こ の初期生育の確保のため,健苗育成,基肥の一部

を活着期に施肥する活着期追肥,移植後の保温的水管理等

の技術指導を行っているが, とくに,健苗育成はその根幹

をなすものである。

現在まで,健苗育成に関して,育苗様式は多様化しつつ

あるものの,播種量や施肥法等は,ほぼ確立され,機械遭

応性の高い良質苗が得られている。しかし,さ らに一歩進

めて,健苗育成と本田初期生育の観点から考えた場合,育

苗時の施肥として,緩効性肥料を用い,従来より高濃度の

窒素量を与えても濃度障害を起きず,ゆ るやかな肥効のも

とで,追肥も省略でき,高窒素濃度の苗が得られ,さ らに,

残存窒素が本田に持ち込まれるような施肥法が確立されれ

ばより理想的なものと考えられる。コーティング肥料 (被

覆燐硝安加皇 )は上記の条件を十分満たすことが考えられ

たので,コ ーティング肥料による水稲稚苗育苗試験を実施

し,その効果及び問題点を明らかにしたので報告する。

2試 験 方 法

育苗試験場所として庄内支場,現地試験として酒田大多

新口で実施した。調査項目は観察調査を含めた苗質調査 ,

土壌分析 (PII,EC,NH4 N,N03~N,N02~N),苗
の栄養分析 (N,P205,K20), コーティング肥料の溶

出率等について検討した。

供試品種,播種量は庄内支場,現地試験ともに,サ サニ

ンキ, 200′ /箱である。

3 試験結果及び考察

(1}コ ーティングlle料の上中溶出率調査

供試コーティングlIE料は,燐硝安加里をポリオレフィン

樹脂により被覆したものであり,肥効は 100日 程度期待で

きる。

なお,育苗期間中の温度条件を考慮した土中溶出率は,

図 1に示したように,育苗期間を25日 程度と想定した場合 ,

20～30%で ある。そのため,残 りの80～70%が本田に持ち

(山形県立農業試験場庄内支場 )
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図 1 被覆燐硝安加里肥料ロング100の土中溶出
率調査 (チ ッソ旭研究室 )

越されることとなり初期生育の確保には極めて有利で,活

着期追肥の代替になることも考えられる。

(2)コ ーティング肥料による育苗

コーティング肥料による育苗試験結果を表 1にまとめた。

それによると,供試土壊の違いによる影響が判然と認めら

れた。

床土に山土を使用した場合は,出芽加温,無加温区とも

コーティング(10,, 157,207)が 対照区に比較して,葉

色の濃い高窒素濃度の良質苗が得られた。とくに,コ ーテ

ィング211′ 区が最も良好であった。このことは,上壌分析

の結果からみて, コーティング区の無機態室素含量 (NI14

-N+N03~N)が対照区に比較して極めて高濃度に維持

されていることからも裏付けられる。

一方,床土に水田土壌を供試した場合は,コ ーティング区

の生育は, 15薬時当たりまでは対照区に比較して葉色も

濃く良好に経過するものの, 2葉期以降.局部的に苗枯れ

現象を呈し,極めて問題であった。この苗枯れ現象に関し

て,庄内支場では,コ ーティング各区 (10,,15夕 ,207)

に認められ,と くに,出芽加温区で顕著であった。なお,

無加温EKIでは当初軽微であったが,苗生育後期には同様の

傾向が認められた。また,酒田大多新田では,水日土壌に

カナダ産ピートモスを20%混合し,出芽加温による育苗を

行ったが,コ ーティング15′ ,20夕 区ともとくに苗枯れ現
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象が著しく苗調査が不能であった。

このことは,育苗期間中に溶出してくる高濃度の硝酸態

窒素の一部が還元され生成する亜硝酸による根部障害が原

因と考えられる。土壌分析の結果では,コ ーティング区で

も山土を床土に使用した場合や水田土壌の対照区では,亜

硝酸の濃度は検出されないか,lo ce(00174/100′ オーダ
=)

であるが,水田上壌を供試したコーティング区では,無加

温区で036～ 054%/100夕 ,出芽加温区で 104～ 124η

/100夕 で対照区の40～ 100倍程度の亜硝酸が検出された。

なお,参考試験として硝酸態窒素 (硝酸石灰 )のみで育成

した苗でも床土 PEが 72と 異常に高く,全体的に不良で

あったが,一部 コーティング区と同様の苗枯れ現象を呈し

たので,その部分を分析したところ,低濃度ではあるもの

の008%/100夕 の亜硝酸が検出された。

ところで,こ の亜硝酸が生成する条件としては,高濃度

の硝酸態窒素が存在すること,そ れに,還元状態のもとで

亜硝酸生成菌の作用によるものであるが,水田土壌はもと

もと有機物含量が多 く,還元が発達しやすいこと,と くに,

苗枯れ現象が著しかった酒田大多新田では,水田土壌にピ

ートモスを20%混合したことがより遼元を進行 させたため

と考えられる。さらに,庄内支場においても出芽無加温よ

りも出芽加温で苗枯れが著 t/か ったことは,コ ーティング

肥料の溶出率を高めたためと考えられる。

以上のことから,コ ーティング肥料 (被覆燐硝安加里 )

による育苗では,育宙期間中に高濃度の硝酸態窒素が存在

しても,山上の場合は,還元状態が発達せず硝酸態窒素の

ままでいるため問題は起らないが,水田土壌では還元が発

達しやすく,亜硝酸が生成されることが問題と考えられる。

この点を考慮すれば,有機物合量の多い黒ボク土壌等でも

水田土壌と同様の結果になることは十分想定できる。また,

育苗様式は畑方式が折衷方式より水の移動が大きく,硝酸

態窒素や亜硝酸を洗い流すことも可能であり望ましいと考

えられる。

表 1 コーティング肥料による育苗試験結果
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水稲稚苗育苗に対するコーティング肥料 (被覆燐硝安加

里 )の効果及び問題点について明らかにした。

(1)床土に腐植含量の少ない山土を供試した場合,明 ら

かにコーティング区で高窒素濃度の良質苗が得られ,窒素

‐成分は箱当たり20夕がもっとも良好であった。

(2)床土に水田土壌を供試した場合,コ ーティング区で

2葉期以降,苗枯れ現象が認められた。このことは,有機

物含量の多い水田土壌では,育苗期間中に溶出してくる高

濃度の硝酸態窒素の一部が還元され生成する亜硝酸による

根部障害が原因であった。なお,亜硝酸の濃度 と根に対す

る障害の関係についてさらに検討する必要がある。
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